
藤枝西高校部活動ガイドライン 

 

１ 部活動における本校の教育目標の位置付け 

教 育 目 標   

校訓『自律 敬愛』の精神に則り、調和のとれた人格の完成をめざし、 

地域や社会に貢献できる人間を育成する。 

 

目 標 具 現 化 の 柱 

○「藤枝西高校 部活動ガイドライン」を策定することにより、適切な 

休養日を設け、事故やケガを防止し、部活動への積極的な取組を促す。 

○挨拶、正しい身なり、清掃等の基本的生活習慣の確立と道徳心の涵養に

努める。 

〇地域の方々より愛される「さわやかな西高生、活気ある学校づくり」を

推進する。 

 

２ 部活動の取組内容と成果目標 

区    分 目   標 

活動内容と具体的な取組 

○日頃の活動や大会等への参加を通して、目標に向かって努力する

態度と実践力を養う。 

○平日の活動時間は長くとも３時間程度とし家庭学習時間の確保に

努める。 

○土日の活動時間は長くとも４時間程度とする。（合宿、練習試

合、大会前、及び当日はこの限りではない。） 

○年間 106日以上の休養日を設ける。（年間 53週として週あたり２

日以上に相当。）定期試験、大会日程等を考慮し、柔軟に設定す

る。 

○月末には翌月の活動計画を保護者へ通知する。「累積休養日数」

を明示する。 

〇「藤枝西高校 部活動ガイドライン」として「学校 HP」で公開

する。 

成 果 目 標 

○家庭での、平日の平均学習時間が 90分以上。 

○「部活動に積極的に参加している」と答える生徒 95％以上。 

 

※運用上の留意点 

 「部活動保護者会」「部活動通信」等により、活動計画・方針について連絡、説明を行う。  
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